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今
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
は
、
小
学
６
年
生
と
中
校
３
年
生
を

対
象
と
し
、
国
語
と
算
数
（
数
学
）
の

Ａ
問
題
（
基
礎
知
識
）、
Ｂ
問
題
（
応

用
力
）、
理
科
の
５
科
目
の
学
力
と
、

読
書
な
ど
の
学
習
状
況
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
学
力
は
、
理
科
が
全
国
の

平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、国
語
Ａ
、

Ｂ
、
算
数
Ａ
、
Ｂ
は
、
い
ず
れ
も
全
国

を
下
回
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

特
に
、
国
語
の
「
話
す
こ
と
」「
聞

く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」、
算
数
の
「
数

と
計
算
」「
量
と
測
定
」
に
課
題
が
見

ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

中
学
生
の
学
力
は
、
理
科
が
全
国
の

平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
他
の
４
教
科

は
、
全
国
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の

差
は
い
ず
れ
も
ご
く
わ
ず
か
で
、
中
学

生
の
学
力
は
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況

に
あ
り
ま
す
。（
図
２
）

　　

本
町
の
小
中
学
生
は
、
計
画
的
な
時

間
の
使
い
方
や
家
庭
学
習
の
時
間
な
ど

に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
地
域

の
人
か
ら
直
接
学
ぶ
な
ど
の
体
験
が
豊

か
で
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
ち
、
心

豊
か
で
健
や
か
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
の
調
査
結
果
か
ら

本
町
の
小
中
学
生
の
特
徴
的
な
傾
向
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

〇
自
尊
の
感
情
や
規
範
意
識

　

小
学
生
は
、「
自
分
に
よ
い
と
こ
ろ

が
あ
る
」
な
ど
の
「
自
尊
の
感
情
」
が

高
く
、
夢
や
希
望
を
も
っ
て
、
健
康
的

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
る

と
、
そ
の
傾
向
が
や
や
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

〇
規
則
正
し
い
生
活

　

小
学
生
は
、「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て

い
る
」
割
合
が
全
国
に
比
べ
10
ポ
イ
ン

ト
以
上
も
低
く
、少
し
気
が
か
り
で
す
。

中
学
生
に
な
る
と
改
善
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
幼
少
期
の
う
ち
か
ら
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
も
の

で
す
。

〇
家
庭
で
の
過
ご
し
方

　

平
日
、
週
末
と
も
に
「
テ
レ
ビ
や
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、
ゲ
ー
ム
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
た
り
し
て
い

る
」
時
間
が
長
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
決
め
て
計
画
的
に
利
用
す

る
指
導
が
必
要
で
す
。

〇
学
習
習
慣

　
「
学
校
の
授
業
以
外
に
２
時
間
以
上

勉
強
す
る
」
と
回
答
し
た
小
中
学
生

は
、
全
国
に
比
べ
15
～
22
ポ
イ
ン
ト
も

低
く
、
家
庭
学
習
を
習
慣
化
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

〇
読
書
習
慣

　

学
校
で
は
、
図
書
を
活
用
し
た
授
業

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

「                     」
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栗山の子どもたちの健やかな成長を！
       平成 30 年度全国学力・学習状況調査結果

　　　　栗山の子どもの学力
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【図１】小学 6 年生【図２】中学 3 年生

「
１
日
１
時
間
以
上
読
書
す
る
」
小
学

生
は
、
全
国
に
比
べ
10
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど

高
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
、「
読
書
を

全
く
し
な
い
」
小
中
学
生
は
全
体
の
４

分
の
１
以
上
も
い
て
、
読
書
を
す
る
子

と
し
な
い
子
の
２
極
化
の
傾
向
が
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
地
域
の
教
育
資
源
か
ら
学
ぶ

　

小
・
中
学
校
で
は
、
町
の
自
然
や
文

化
、
歴
史
や
産
業
な
ど
を
町
の
人
か
ら

直
接
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
地

域
の
人
と
関
わ
る
機
会
」
や
「
地
域
の

大
人
に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
て
も

ら
っ
た
経
験
」
を
持
つ
小
中
学
生
は
全

国
を
大
き
く
上
回
り
、
主
体
的
で
対
話

的
な
学
習
の
習
得
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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子
ど
も
の
性
格
や
学
習
の
仕
方
が
、

学
力
に
深
く
関
わ
り
、
同
級
生
や
地
域

の
人
た
ち
と
信
頼
関
係
に
支
え
ら
れ
た

学
習
が
、
学
力
向
上
に
有
効
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
制
度
を
導
入
し
、
地
域
の
教
育
資
源

や
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
が
、
主
体
的
に
学
習
す
る
態
度
や

能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
を
進
め
ま
す
。

 

◆
学
力
調
査
の
結
果

 

◆
学
習
状
況
調
査
の
結
果

 

◆
ま
と
め
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調査に見られる特徴的な傾向

佐々木学町長による

角田小学校社会科特別授業（2 月 12 日）

 

 

自分には、 よいところがあると

思う。

将来の夢や目標を持っている。

毎日、 朝食を食べている。

家で TV やビデオ ・ DVD を見た

り、 ゲーム ・ インターネットをし

たりする。 （平日）

家で TV やビデオ ・ DVD を見た

り、 ゲーム ・ インターネットをし

たりする。 （週末）

普段 ( 月～金 )、 学校の授業以

外に２時間以上勉強する。

普段 （月～金）、 学校の授業

以外に、 １時間以上読書する。

授業や課外活動で地域のこと

を調べたり、 地域の人と関わっ

たりする機会がある。
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栗山町の青年研修団が、姉妹都市である宮城県角
田市を訪問しました。研修団は町内の青年団体

などから有志５人で構成。3 日間の日程で JAXA 角田宇
宙センターなどの施設見学、青年団体との交流、東日
本大震災で被災した浪江町の視察を行いました。参加
した花田佳織さんは「角田の青年たちの強い気持ちを
感じた。角田市のイベントにぜひ参加してみたい」と
話していました。        　　　　　　　　   （2 月 1 ～ 3 日）

第22 回北海道子どもかるた大会空知地区予選会が、
歌志内コミュニティーセンター「うたみん」で行

われました。栗山町からは、小学生の部、中学生の部
それぞれ 2 チームが参加し、中学校の部の栗山 A チー
ムが勝ち上がり 6 年連続で全道大会進出を決めました。
後日行われた全道大会では、初戦を 1 枚差の大接戦の
末、勝ち抜くなど見事ベスト 16 入りを果たしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2 月 13 日）

　両市町の交流を深める＊勤労青年国内研修

　6 年連続全道大会へ＊子どもかるた大会

　農業青年の活動を発表＊栗山町 4 Ｈクラブ

平成 30 年度地域生涯学習活動実践交流セミナーが
札幌のかでる 2.7 で行われ、栗山町４H クラブが

青年活動の事例として発表を行いました。発表では、
小学校でのうどん教室をはじめとした食育活動や、昨
年 9 月の胆振東部地震後に行った直売イベント「くり
やままんぷく大作戦」の取り組みなどの活動を紹介。
同クラブの篠田雄太会長は「食の大切さをや生産者の
想いを広げていきたい」と話していました。 （2 月 15 日）   

平成 30 年度報告

栗山町いきいきスクール

　　　　　　　　　　　いきいきスクールは、 「豊かな知識と社会参加」
　　　　　　　　　「心の友と交流する喜び」 「体と心の健康」 を目的
　　　　　　　　　に、 今年度は 60 歳以上 203 人の受講生が年間
　　　　　　　　6 回の活動をしました。

今年もたくさんの学び、 すてきな出会いがありました。

新年度は、 4 月に募集を行います。 一緒に、 いきいきしましょう !!

↑避難所の運営について、さまざまな
　条件に沿ったカードを使って学びま

した。

←リンパ健康学の専門家の　
　川島さん。健康のコツを
　伝授してくれました。

↑「南空知探訪」の旅へ
　　写真は由仁ガーデン

↑元消防士で語り手の
　三浦さんによる紙芝
　居で伝える防災講座

↑受講生皆さんのすてきな
　発表の場です。

↑特別養護老人ホームくりのさと
　吉田施設長による講演

避難所運営ゲーム

～ Do はぐ～（6月 27日）

講演「長寿時代を美しく生きるために」

　　　　　　　　　　　（5月 25日）

学校祭（9月 14日）

講演「あの坂へ急げ」

　　　　（9月 14日）
講演「リンパ健康学と生活で使う

関節機能体操」（11月 28日）　

秋のバス研修（10月 2日）
（小樽市田中酒造）

夏のバス研修（7月11日）

　

  農 de 地域を繋ぐ交流会
　　農・食・自然の魅力を掘り起こし、地域と繋がって、都市部
　の人たちや外国人観光客に体験・発信 !  

【時　間】　◆第 1 部 ：講演会   17：00    ◆第 2 部 ：交流会  18：45  
【場　所】　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
【参加費】　 第 1 部：無料　　第 2 部：2,500 円　　
【締　切】　3 月 7 日（木）   【主　催】栗山町農泊推進対策協議会
【申込先・問い合わせ】 　NPO 法人雨煙別学校　☎ 72-1696

第 1 部　講演会

「農場ピクニックの取り組み」

講師：株式会社いただきますカンパニー

　　　代表取締役　井田　茉美子さん　　　     　　
　

第 2 部　交流会
　栗山プレート
　（栗山の農産物を使った料理）を提供

3/12
  ㊋

マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索
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【申込先・問い合わせ】
NPO 法人雨煙別学校

☎ 72-1696

【功労者表彰】

◇前田　瞳
まな

可
か
（弓道）　　　全国高等学校弓道総合体育大会に出場

◇工藤　乃
の

梨
り

花
か
（弓道）　　全国高等学校弓道選抜大会に出場

◇古野　紗
さ

奈
な
（スキー）　　ＪＯＣジュニアオリンピックカップ全国ジュニア

　　　　　　　　　　　　スキー競技会に出場
◇栗山高等学校弓道部　　全国高等学校弓道選抜大会に出場
◇成田　潤

じゅん

紀
き

（弓道）　　　全国高等学校弓道選抜大会に出場
◇山内　夢

め
美

い
（陸上）　　　全国高等学校総合体育大会に出場　　　　※敬称略

平
成
30
年
度

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
方
に
対
し
て
奨
学
金
を
給
付
し
ま
す
。

◆
対
　
象　
町
民
も
し
く
は
栗
山
高
等

学
校
卒
業
者
で
高
等
専
門
学
校
の

４
・５
年
生
お
よ
び
大
学
、
大
学
院
、

専
修
学
校
に
在
学
並
び
に
入
学
予

定
者

◆
奨
学
金

　

月
額
３
万
円
（
年
額
36
万
円
）

　

年
４
回
支
給
（
返
還
の
必
要
な
し
）

◆
選
考
方
法　
基
金
運
営
委
員
会
で
選

考
の
上
、本
人
に
通
知
（
６
月
上
旬
）

◆
応
募
手
続
き　
次
の
①
～
④
の
書
類

を
在
学
す
る
学
校
長
の
推
薦
を
経

て
、
町
教
育
委
員
会
に
提
出

　

①
奨
学
生
願
書

　

②
奨
学
生
推
薦
書

　

③
学
業
成
績
証
明
書
の
写
し

　

④
世
帯
の
収
入
の
分
か
る
も
の
（
源

　

泉
徴
収
票
な
ど
）

◆
申
込
期
限　
４
月
26
日
㈮

◆
そ
の
他　
奨
学
生
は
４
回
目
の
支
給

後
、
近
況
報
告
・
学
業
報
告
が
必
要

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

松
原
記
念
奨
学
基
金

奨
学
生
募
集

東海大学（神奈川）教養学部の学生約 30 人が、「利雪」
をテーマとした北海道のくらし・自然・文化と環

境保全に関する実習を行いました。自然体験や企業調査
などの研究を通じ、最終日には栗山の魅力の発信につい
て 3 つの提言をしました。（2 月 12 日～ 16 日）

ふるさと自然教育通信　
　　　　　　　　　vol.22

ー
課
題
は
情
報
発
信
力
の
弱
さ

　
イ
ン
ス
タ
の
活
用

ー
栗
山
に
あ
る
モ
ノ

　
で
き
る
こ
と
を
体
験

ー
五
感
で
感
じ
て
ほ
し
い

　
自
然
の
魅
力
を

　
多
く
の
学
生
た
ち
に

　

栗
山
町
に
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、

農
家
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
な
ど
良

い
も
の
が
多
く
あ
る
が
、
外
へ
の
発

信
力
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
写
真
共
有

ア
プ
リ
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」

に
よ
る
情
報
発
信
を
提
言
。
20
代
を

中
心
に
人
気
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、

町
内
の
施
設
や
企
業
の
取
り
組
み
を

投
稿
。
栗
山
と
ゆ
か
り
あ
る
著
名
人

◆
日
　
時　
３
月
６
日
㈬

◆
場
　
所　
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

〇
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
留
学
報
告
会

　

午
前
10
時
～
正
午

〇
最
新
介
護
機
器
展
示
会

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　　　

認
知
症
の
対
応
方
法
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
地
域
で
支
え
る
方
法

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
日
　
時　
３
月
７
日
㈭

　

午
後
２
時
40
分
～
４
時
10
分

◆
場
　
所　
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
講
　
師　

　

北
海
道
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会　

　

会
長　

宮
崎　

直
人
さ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校　

　

☎
�
６
０
６
０

栗
山
町
体
育
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
表
彰
が
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

に
は
梶
良
行
会
長
か
ら
記
念
の
盾
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
前

田
瞳ま

な

可か

さ
ん
は
「
今
後
も
栗
山
高
校
弓

道
部
や
弓
道
連
盟
の
発
展
の
た
め
活
動

に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　
（
2
月
17
日
）

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
よ
り

お
知
ら
せ

一
日
体
験
入
学

地
域
公
開
講
座
「
認
知
症
の
ケ
ア
」

～
わ
か
り
や
す
い
認
知
症
の
は
な
し
～

に
よ
る
発
信
も

視
野
に
い
れ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
キ
ー
ワ
ー

ド
を
世
界
中
に

発
信
す
る
こ
と

で
、
知
名
度
向

上
を
目
指
す
。

　

栗
山
の
良
い
と
こ
ろ
は
利
便
性
、

特
産
品
、
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
人

が
優
し
い
と
こ
ろ
。
こ
れ
ら
の
魅
力

を
農
業
、
モ
ノ
づ
く
り
を
軸
と
し
た

体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー

の
実
施
で
発
信
。
農
業
、
モ
ノ
づ
く

り
に
興
味
の
あ
る
大
学
・
専
門
学
生

を
対
象
に
、
町
内

の
施
設
や
農
家
で

職
業
体
験
を
行

い
、
各
分
野
と
の

連
携
や
移
住
に
繋

げ
て
い
く
。

　

研
修
を
通
じ
て
季
節
ご
と
の
栗
山

の
自
然
の
魅
力
を
実
感
し
、
自
然
体

験
バ
ス
ツ
ア
ー
「
ビ
ッ
ク
リ
栗
山
」

を
提
言
。
関
東
の
大
学
生
を
対
象
と

し
、
周
知
は
大
学
の
掲
示
板
や
学
祭

で
栗
山
産
の
食
材
を
使
っ
て
お
店
の

出
店
な
ど
で
行

う
。
ツ
ア
ー
を
通

じ
て
栗
山
の
自
然

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
体
験
し
、
魅
力

を
学
生
に
広
げ
て

い
く
。

カフェバルくりとくらを訪問

かまくら作りを体験 提言を考える学生たち

　   東海大学の皆さん

ありがとうございました

ふ
ゆ
の
星
空
ハ
イ
ク

◆
日
　
時　
３
月
９
日
㈯

◆
場
　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　
１
２
０
０
円

◆
服
　
装　
防
寒
具
上
下
、
帽
子
、
手

　

袋
、
雪
が
入
ら
な
い
丈
の
長
靴

※
夜
の
活
動
の
た
め
、
特
に
手
足
の
防

　

寒
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
３
月
７
日
㈭

◆
日
　
時　
３
月
10
日
㈰

◆
場
　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
象　
小
学
３
年
生
以
上

　
※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
参
加
費　
１
２
０
０
円

◆
定
　
員
　
20
人

◆
持
ち
物
昼
食
、
水
筒
、
替
え
の
手　

　

袋
、
靴
下
、
シ
ャ
ツ
、
タ
オ
ル

◆
申
込
期
限　
３
月
８
日
㈮

ー
共
　
通
ー

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６

イ
グ
ル
ー
づ
く
り
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体した の 験く
町 民 ふ れ 講 座あ い

【場所・申込先・問い合わせ】
カルチャープラザ「Ｅｋｉ」

☎ 73-3333

　蝦夷地開拓を夢見た坂本龍馬。龍馬の同志
らが龍馬の想いを秘めて北海道の開拓で活躍。
　皆さんで北海道開拓を探りましょう。
■日　　時　3 月 21 日㈷
　　　　　　10：00 ～ 12：00
■場　　所　総合福祉センター「しゃるる」
■受  講  料　500 円（高校生以下無料）
■申込期限　3 月 18 日㈪
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会社会教育グループ
     ☎ 72-1117　FAX 72-6522

牛田克彦版画展

　元栗山小学校教頭の牛田克彦さんが
昭和 20 ～ 30 年代の暮らしを描いた
版画作品を展示します。（入場無料）

【展示時間】     9：00 ～ 22：00
【展示場所】

■カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
　◇期　間　3 月 5 日㈫～ 11 日㈪
■南部公民館
　◇期　間　3 月 13 日㈬～ 18 日㈪
　※日曜日は 17：00 までです。
■農村環境改善センター
　◇期　間　３月 20 日㈬～ 24 日㈰
　※日曜日は 17：00 までです。

来たれ！歴女 ・ 歴男！歴史探訪
　 坂本龍馬と北海道　　軽快な音楽に合わせ

　て楽しく体を動かしま
　す。心もからだもリフ
　レッシュしませんか！ 
　
　【開講日】平成 31 年 4 月から翌年 3 月ま
　　　　　  での第２・第 4 月曜日
　　　　　  13：30 ～ 14：30
    【受講料】  200 円（毎回）
　【持ち物】長いフェイスタオル、運動靴、
　　　　　     飲み物、ヨガマットまたはバスタオル
    【講　師】フィットネスインストラクター 大場　杏さん
　

◆
日
　
時　
３
月
23
日
㈯　

午
後
２
時

◆
場
　
所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内
　
容
　

〇
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
「
希
望
の
翼
」
海
外

　
研
修
報
告

　
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
「
希
望
の
翼
」
派
遣
団

〇
異
文
化
を
知
ろ
う
！

　
「
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
生
活
な
ど
」

　

栗
山
町
教
育
委
員
会
外
国
語
指
導
助
手

　
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
デ
ボ
ラ
・
デ
ィ
ェ
ゴ

〇
交
流
会

　

参
加
者
が
自
由
に
交
流
で
き
る
軽
食

　

を
用
意
し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

◆
主
　
催
　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

国
際
交
流
の
つ
ど
い

【問い合わせ】　図書館　☎ 72-6055

栗山ふるさと文庫 17 号「道」発行
　栗山にゆかりのある方を対象に、編集委員が
聞き書きをしてまとめました。

【申込受付】　3 月 6 日㈬～
※ご希望の方は、受付でお名前・ご住所をご記
　入ください。100 冊限定（無料）で、ご希望
　の方に先着順でお渡しします。

【受付場所】図書館、角田・継立図書室、移動
　　　　  　図書館くりくり号

ブックリサイクル市
　図書館で不用になった小説や雑誌、絵本など
を無料でお譲りします。

【期　間】3 月 24 日㈰    10：00 ～ 13：00
【場　所】図書館視聴覚室、ギャラリー
【冊　数】  1 人 20 点まで。付録などは 1 人 1 点。

ブックマラソン開催
　本 1 冊貸出につきスタンプを 1 個押せます。
スタンプをためるとプレゼントがもらえます。
※スタンプは 1 日最大 3 個までです。

【期　間】3 月 12 日㈫～ 4 月 21 日㈰
【場　所】図書館、角田・継立図書室、移動図   

                   書館くりくり号

※詳しくは町広報 3 月号に折り込みされてい
　る「ヤム・ニ・ウシ」をご覧ください。 第 29 回少年ジェット「希望

の翼」派遣団

 
  
　

【日　時】3 月 30 日㈯   13：30 ～ 15：30
　【参加料】1,100 円　
　【定　員】10 人
　【講　師】尾崎　なな子さん

　おうちでできるラテアート講座
                                        　       （申込期限 3 月 23 日㈯まで）

　長期講座「リズム体操」
                                        （申込期限 3 月 31 日㈰まで）

　体調改善 & 貯筋体操講座
                                           　  （申込期限 3 月 18 日㈪まで）

　　体操・ストレッチなどで冬の運動不足
　解消、健康づくりをしましょう。
　【日　時】3 月 22 日㈮、29 日㈮  13：30 ～ 15：30
　【参加料】200 円（毎回）【定　員】12 人
　【持ち物】長いフェイスタオル、5 本指靴下
    【講　師】フィットネスインストラクター大場　杏さん

　
新しい春への決意の一文字

アート書道体験教室

【時　間】    18：30 ～ 20：00 
【場　所】　あさひ工房　           【参加費】　500 円　                         　
【対　象】　町内在住の方（小学生以下は保護者同伴）
【締　切】　3 月 22 日㈮  　【定　員】　15 人
【講　師】    書家　奥田　秋湖さん
【申込先・問い合わせ】    町教育委員会社会教育グループ

                                                   ☎ 72-1117 　FAX  72-6522

3/27
　㊌

【講師】
作家・開拓史研究家
北
ほっ

国
こく

　諒
りょう

星
せい

さん

版
画
に
み
る
ふ
る
さ
と
の
昔
の
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　

牛
田
克
彦
版
画
作
品
巡
回
展

　新しい春の目標や抱負を字で表現！色を付けた
り、作品に押す消しゴムハンコも手づくりします。


